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１ 基本的な考え方 

  ・教育活動の一つとして、児童生徒ファーストの考え方で、可能な限り感染リスクを回 

避して教育活動を推進する。 

  ・開催方法等を工夫する活動をとおして、｢新しい生活様式｣｢with コロナ｣の考え方 

を児童生徒に理解・定着させる機会とするとともに、保護者・地域への啓発を図る。 

 

２ 当該校に感染者又は濃厚接触者が確認された場合 

  ・感染者・濃厚接触者が確認された場合は、「新型コロナウィルス感染症に関わる学校

運営等ガイドライン(２０２１年５月改定)」に基づく対応とすること。   

  ・市内において感染者の確認がある場合は、学校長は県の公表内容を踏まえるととも

に、必要に応じて保健所の指示、助言等を得ながら、参観者の扱いについて検討す

ること。 

 

３ ３密対策において取り組む事項例【学校規模、地域の状況等を踏まえ実施する】 

  （１）密閉対策 

    ・時間を決めて計画的に換気を行う。（１時間に２回以上など） 

    ・扇風機等を使った強制換気も計画する。 

 （２）密集対策 

    ・必要に応じて各家庭の参観人数の制限や最少人数での参観をお願いし、保護者

の協力を求める。 

    ・プレ発表や予行練習等の場も活用し、分散参観の機会を設ける。 

・「学年発表週間（分散型）」の形式とし、一堂に会することをしない。 

    ・ブース毎のポスターセッション等の発表を行う。 

    ・ステージ発表の時間帯を明らかにして時間毎の観覧を呼びかけ、保護者の入れ 

替えをする。 

    ・来賓等の案内は原則控える。 

    ・開閉会のセレモニーは行わない。 

    ・観客席のイスの間隔を空ける。（可能なら 1m 以上） 

    ・マスクの着用をお願いする。 

    ・地域と合同実施は行わず、学校開催とする。 

    ・ICT を活用して体育館以外の場所でも見ることができる場所を検討する。 

    ・DVD を編集・作成し、配布を検討する。 

  （３）密接対策 

    ・入場の際の手指消毒をお願いする。 

・飲食物の販売及び会食は行わない。 

・セットで行っていたＰＴＡ主催行事については、PTA と十分に協議し、決定す

る。 



    ・休憩時間を長めに取り、手洗いの頻度を上げる。（放送等で呼びかける） 

    ・必要に応じてビニールシート等を使って仕切りを作る。 

    ・観覧者入れ替え時にイスの消毒を行う。 

    ・トイレ、手洗い場等も密接・密集回避の対策を取る 

  ④その他 

    ・検温を済ませての来場をお願いする。 

    ・体調の悪い方の来校を控えていただく。 

    ・開催後に発症があった場合において連絡が取れる工夫をする。 

（事前に参観者カードの配布、名簿の記入等） 


